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旺文社 教育情報センター 2019 年 5 月 1 日

2018 年初頭から相次いで判明した「一般入試」の出題ミスや採点ミスなどが引き金となり、「大

学入学者選抜実施要項」（2018 年 6 月 4 日通知）にも、入試問題・解答の開示を促進する内容が

盛り込まれた。こうした流れの中、文部科学省は、3 月 29 日に「大学入学者選抜におけるミスの防

止等に係る取組の実施状況について」と題する調査結果を公表した。

これによると、2019 年入試では、「入試問題を全て公表する」予定の大学は全体の 74％となり、

また、「解答を全て公表する」予定の大学も 61％にのぼった。以下、調査結果のうち、大学の概要

について紹介する。

■「入試問題」の公表                                                

①【2019 年 「入試問題公表」の予定】  国公立大の 95％が公表

調査では、「入試問題の公表」（予定）について、「全て公表」「一部公表」「全て非公表」「そ

の他」「検討中」の 5項目に分類した。

2019 年入試では、入試問題を「全て公表」する大学は 544 校（割合は大学全体の 73.7％）。

2018年に比べ、割合は8.0ポイントアップ。うち国公立大は151校（国公立大全体の95.0％）

で 3.8 ポイントアップし、私立大は 393 校（私立大全体の 67.9％）で 9.2 ポイントアップ

となった。一方、「全て非公表」は 4 校で、いずれも私立大だった。（表 1、グラフ①・②参照）

国立大に関しては、「大学入学者選抜実施要項」の開示促進に加え、国立大学協会が公表

した「国立大学の入学者選抜に係る試験問題及び解答例等の公表の取扱いに関する方針」

（2019 年 1月 23 日通知）に則った動きが大きいと思われる。（同方針は後述。）

■2019年入試　「試験問題の公表」の予定 （表1）

大学数 割合 大学数 割合 大学数 割合 大学数 割合 大学数 割合
大学 544 73.7% 123 16.7% 4 0.5% 1 0.1% 66 8.9%
うち国公立 151 95.0% 5 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 3 1.9%

うち私立 393 67.9% 118 20.4% 4 0.7% 1 0.2% 63 10.9%
短大 195 67.2% 52 17.9% 15 5.2% 0 0.0% 28 9.7%
全体 739 71.9% 175 17.0% 19 1.8% 1 0.1% 94 9.1%

＊「その他」の主な回答：　試験問題と同様の問題を作成し公表。

＊「割合」＝2019年入試で個別入試を実施すると回答のあった大学1028校（国立大79校、公立大80校、私立大579校、公立短大11校、私立短大
279校）を母数として算出。

検討中全て公表 一部公表 全て非公表 その他

今月の視点－149

74％の大学が入試問題を全て公表
国公立大の 82％が「解答を全て公表」！

≪調査の概要≫

＊調査は、2018 年入試と 2019 年入試の個別学力検査について実施。

＊「入試問題」公表の度合い・公表方法、「解答」公表の度合い・公表方法等に区分した。

（1） 調査対象 ： 国公私立大・短大 1,070 校

＜国立大 82 校、公立大 89 校、私立大 584 校、公立短大 14 校、私立短大 301 校＞

（2） 調査時期： 2018 年 8 月 （＊以下、調査結果は個別学力検査を実施すると回答のあった大学。）

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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②【2019 年 「入試問題公表」の方法】

国公立大は「大学窓口での閲覧」が 57％、私立大は「大学で発行する問題・解答集に掲載」が

56％でトップ

調査では、「解答の公表」（予定）について、「大学ホームページ（以下、大学 HP）に公表」

「大学で発行する問題・解答集に掲載」「公表を前提とした民間企業や報道機関等への提供」

「説明会等での提供」「大学窓口での閲覧」「その他」「検討中」の 7項目に分類した。なお、

この調査項目は複数回答可となっている。

国公立大の公表方法を多い順に見ると、「大学窓口での閲覧」56.6％、「公表を前提とした

民間企業や報道機関等への提供」53.5％、「大学 HPに公表」49.1％など。一方、私立大は、

「大学で発行する問題・解答集に掲載」が 56.3％で圧倒的に多く、「説明会等での提供」が

42.1％で続いており、国公立大と私立大の公表方法の違いが鮮明になっている。また「大学

HP に公表」が前年に比べ、国公立大が 7.5 ポイント、私立大が 3.4 ポイントそれぞれアッ

プした。（表 2 参照）

全て公表, 151

全て公表, 145

一部公表, 5

一部公表, 12 全て非公表, 2

検討中, 3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2019年度

（予定）

2018年度

●「問題」公表の状況＜国公立大＞ グラフ①

＊棒グラフ内の数値は校数（国公立大全体で2018年・2019年とも159校）

全て公表, 393

全て公表, 339

一部公表, 118

一部公表, 219

その他, 1

その他, 2

検討中, 

63

全て非公表, 4

全て非公表, 18

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2019年度

（予定）

2018年度

●「問題」公表の状況＜私立大＞ グラフ②

＊棒グラフ内の数値は校数（私立大全体で2018年578校、2019年579校）

■2019年入試　「問題の公表方法」（予定） （表2）

大学数 割合 大学数 割合 大学数 割合 大学数 割合 大学数 割合 大学数 割合 大学数 割合
大学 220 29.8% 346 46.9% 246 33.3% 291 39.4% 264 35.8% 78 10.6% 80 10.8%
うち国公立 78 49.1% 20 12.6% 85 53.5% 47 29.6% 90 56.6% 32 20.1% 19 11.9%

うち私立 142 24.5% 326 56.3% 161 27.8% 244 42.1% 174 30.1% 46 7.9% 61 10.5%
短大 40 13.8% 129 44.5% 47 16.2% 123 42.4% 70 24.1% 27 9.3% 25 8.6%
全体 260 25.3% 475 46.2% 293 28.5% 414 40.3% 334 32.5% 105 10.2% 105 10.2%
＊「割合」＝2019年入試で個別入試を実施すると回答のあった大学1028校（国立大79校、公立大80校、私立大579校、公立短大11校、私立短大279校）を母数として算出。

＊「その他」の主な回答：　希望者への配布、高校への配布　等。） ＊（複数回答可）

その他
大学窓口での

閲覧
検討中大学HPに公表

大学で発行する問
題・解答集に掲載

公表を前提とした民
間企業や報道機関

等への提供

説明会等での
提供
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■「解答」の公表                                                  

①【2019 年 「解答公表」の予定】 国公私立大とも「全て公表」が大幅に増加

調査では、「問題の公表」と同様に 5 項目に分類した。

2019 年入試では、解答を「全て公表」するのは 452校（割合は大学全体の 61.2％）。2018

年に比べ、割合は22.6ポイントアップした。うち国公立大は130校（国公立大全体の81.8％）

で、42.8 ポイントの大幅アップとなった。私立大も 322 校（私立大全体の 55.6％）で、17.0

ポイントアップしている。また、調査時点で国公立大の 13.2％、私立大の 22.6％が「検討

中」となっている。なお、「全て非公表」としているのは、国公立大は 2018 年 78 校→2019

年 0 校に、私立大も 2018 年 176 校→2019 年 15 校（私立大全体の 2.6％）と大幅に減少し

た。（表 3、グラフ③・④参照）

■2019年入試　「解答の公表」の予定 （表3）

大学数 割合 大学数 割合 大学数 割合 大学数 割合 大学数 割合
大学 452 61.2% 114 15.4% 15 2.0% 5 0.7% 152 20.6%

うち国公立 130 81.8% 7 4.4% 0 0.0% 1 0.6% 21 13.2%
うち私立 322 55.6% 107 18.5% 15 2.6% 4 0.7% 131 22.6%

短大 136 46.9% 38 13.1% 34 11.7% 5 1.7% 77 26.6%
全体 588 57.2% 152 14.8% 49 4.8% 10 1.0% 229 22.3%

＊「その他」の主な回答：　出題の意図のみ公表　等。

（注）「一義的な解答が示せない記述式の問題等」について、出題の意図又は複数の若しくは標準的な解答例等を公表している場合は公表としている。

＊「割合」＝2019年入試で個別入試を実施すると回答のあった大学1028校（国立大79校、公立大80校、私立大579校、公立短大11校、私立短大279
校）を母数として算出。
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②【2019 年 「解答公表」の方法】 国公立大は、「大学 HP に公表」が 17 ポイントアップ

調査では、「解答の公表」と同様に 7項目に分類した。なお、この調査項目は複数回答可

となっている。

解答の公表方法を多い順に見ると、国公立大の割合は「大学 HP に公表」42.1％、「大学窓

口での閲覧」34.6％など。一方、私立大は、「大学で発行する問題・解答集に掲載」が 49.2％

で圧倒的に多く、次いで「説明会等での提供」が 30.1％となっている。「問題の公表」の結

果と同様、「大学 HPに公表」が、国公大が 17.0 ポイントアップ、私立大は 8.1ポイントア

ップとなった。なお、調査時点で国公立大の 22.6％、私立大の 15.7％が「検討中」となっ

ている。（表 4 参照）

＊         ＊          ＊

【国立大学協会の方針】

＊次頁から、2018 年及び 2019年入試における、国公立大の大学別個別学力検査の「問題」と

「解答」の公表状況一覧を掲載。           

■2019年入試　「解答の公表方法」（予定） （表4）

大学数 割合 大学数 割合 大学数 割合 大学数 割合 大学数 割合 大学数 割合 大学数 割合
大学 192 26.0% 300 40.7% 123 16.7% 196 26.6% 178 24.1% 40 5.4% 127 17.2%
うち国公立 67 42.1% 15 9.4% 26 16.4% 22 13.8% 55 34.6% 14 8.8% 36 22.6%

うち私立 125 21.6% 285 49.2% 97 16.8% 174 30.1% 123 21.2% 26 4.5% 91 15.7%
短大 33 11.4% 99 34.1% 27 9.3% 74 25.5% 50 17.2% 18 6.2% 44 15.2%
全体 225 21.9% 399 38.8% 150 14.6% 270 26.3% 228 22.2% 58 5.6% 171 16.6%
＊「割合」＝2019年入試で個別入試を実施すると回答のあった大学1028校（国立大79校、公立大80校、私立大579校、公立短大11校、私立短大279校）を母数として算出。

＊「その他」の主な回答：　希望者への配布、高校への配布　等。 ＊（複数回答可）

検討中大学HPに公表
大学で発行する問
題・解答集に掲載

公表を前提とした報
道機関等への提供

説明会等での
提供

大学窓口での
閲覧

その他

●国立大学の入学者選抜に係る試験問題及び解答例等の公表の取扱いに関する方針

（国立大学協会 2019.1.23）

（１） 試験問題

試験問題は、各大学・学部のアドミッションポリシーに基づき作成されるものであり、大学が求め

る人材を示すことのできる手段である。また自主的・積極的に公表することが望ましく、国立大学と

して公正な入学者選抜を実施する観点から公表することを原則とする。

公表するにあたり試験問題中の著作物の権利処理が困難である場合には、著作物名を明示すること

等により問題の内容が明らかになるよう努める。

（２） 正解・解答例・出題の意図

正解や解答例については、当該年度及び次年度以降受験者が学習上参考にできるようにするために、

また公正な入学者選抜を求める社会の要請に応えるためにも、正解・解答例を公表することを原則と

する。

ただし、一義的な解答が示せない記述式の問題等については、原則として出題の意図又は複数の若

しくは標準的な解答例等を公表する。

（３）公表の時期

公表することによって受験者自らがその解答の正誤を確認し、また多くの関係者によって試験問題

及び正解・解答例をチェックする機会が供されることにより、仮に出題・採点等のミスがあった場合

においても受験者が不利益を被ることを防止する観点から、試験実施後速やかに公表することが望ま

しい。仮に全てについて公表することが間に合わない場合においても、少なくとも次年度以降の受験

者が学習上参考にできるよう、可能な限り早期に公表する。

（４）公表の方法

可能な限り広く一般に供することができる方法（ホームページにおける掲載、窓口配布、郵送、一

定期間掲示、指定場所による閲覧 等）により、各大学が適切に公表する。

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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■国公立大の個別学力検査の試験問題及び解答の公表について

①　国立大
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他
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検討
中
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全て
公表

一部
公表

全て
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表

検討
中

その
他

実施
無し

旭川医科大 ○ ○ ○ ○

小樽商科大 ○ ○ ○ ○

帯広畜産大 ○ ○ ○ ○

北見工業大 ○ ○ ○ ○

北海道大 ○ ○ ○ ○

北海道教育大 ○ ○ ○ ○

室蘭工業大 ○ ○ ○ ○

弘前大 ○ ○ ○ ○

岩手大 ○ ○ ○ ○

東北大 ○ ○ ○ ○

宮城教育大 ○ ○ ○ ○

秋田大 ○ ○ ○ ○

山形大 ○ ○ ○ ○

福島大 ○ ○ ○ ○

茨城大 ○ ○ ○ ○

筑波大 ○ ○ ○ ○

筑波技術大 ○ ○ ○ ○

宇都宮大 ○ ○ ○ ○

群馬大 ○ ○ ○ ○

埼玉大 ○ ○ ○ ○

千葉大 ○ ○ ○ ○

お茶の水女子大 ○ ○ ○ ○

電気通信大 ○ ○ ○ ○

東京大 ○ ○ ○ ○

東京医科歯科大 ○ ○ ○ ○

東京外国語大 ○ ○ ○ ○

東京海洋大　　 ○ ○ ○ ○

東京学芸大 ○ ○ ○ ○

東京藝術大 ○ ○ ○ ○

東京工業大 ○ ○ ○ ○

東京農工大 ○ ○ ○ ○

一橋大 ○ ○ ○ ○

横浜国立大 ○ ○ ○ ○

上越教育大 ○ ○ ○ ○

長岡技術科学大 ○ ○ ○ ○

新潟大 ○ ○ ○ ○

富山大 ○ ○ ○ ○

金沢大 ○ ○ ○ ○

福井大 ○ ○ ○ ○

山梨大 ○ ○ ○ ○

信州大 ○ ○ ○ ○

大学名

2018年度入試 2019年度入試

試験問題 解答 試験問題 解答

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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岐阜大 ○ ○ ○ ○

静岡大 ○ ○ ○ ○

浜松医科大 ○ ○ ○ ○

愛知教育大 ○ ○ ○ ○

豊橋技術科学大 ○ ○ ○ ○

名古屋大 ○ ○ ○ ○

名古屋工業大 ○ ○ ○ ○

三重大 ○ ○ ○ ○

滋賀大 ○ ○ ○ ○

滋賀医科大 ○ ○ ○ ○

京都大 ○ ○ ○ ○

京都教育大 ○ ○ ○ ○

京都工芸繊維大 ○ ○ ○ ○

大阪大 ○ ○ ○ ○

大阪教育大 ○ ○ ○ ○

神戸大 ○ ○ ○ ○

兵庫教育大 ○ ○ ○ ○

奈良教育大 ○ ○ ○ ○

奈良女子大 ○ ○ ○ ○

和歌山大 ○ ○ ○ ○

鳥取大 ○ ○ ○ ○

島根大 ○ ○ ○ ○

岡山大 ○ ○ ○ ○

広島大 ○ ○ ○ ○

山口大 ○ ○ ○ ○

徳島大 ○ ○ ○ ○

鳴門教育大 ○ ○ ○ ○

香川大 ○ ○ ○ ○

愛媛大 ○ ○ ○ ○

高知大 ○ ○ ○ ○

九州大 ○ ○ ○ ○

九州工業大 ○ ○ ○ ○

福岡教育大 ○ ○ ○ ○

佐賀大 ○ ○ ○ ○

長崎大 ○ ○ ○ ○

熊本大 ○ ○ ○ ○

大分大 ○ ○ ○ ○

宮崎大 ○ ○ ○ ○

鹿児島大 ○ ○ ○ ○

鹿屋体育大 ○ ○ ○ ○

琉球大 ○ ○ ○ ○

計 74 5 0 0 3 40 8 29 2 3 76 3 0 0 0 3 74 3 0 2 0 3

(備考）①「実施なし」には、個別試験を実施しない大学を含む。

　　　　②解答の公表には、一義的な解答が示せない記述式の問題等について、出題の意図又は複数の若しくは標準的な解答例を公表している場合を含む。

大学名

2018年度入試 2019年度入試

試験問題 解答 試験問題 解答

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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■国公立大の個別学力検査の試験問題及び解答の公表について

②　公立大

全て
公表

一部
公表

全て
非公
表

その
他

実施
無し

全て
公表

一部
公表

全て
非公
表

その
他

実施
無し

全て
公表

一部
公表

全て
非公
表

検討
中

その
他

実施
無し

全て
公表

一部
公表

全て
非公
表

検討
中

その
他

実施
無し

釧路公立大 ○ ○ ○ ○

公立はこだて未来大 ○ ○ ○ ○

札幌医科大 ○ ○ ○ ○

札幌市立大 ○ ○ ○ ○

名寄市立大 ○ ○ ○ ○

青森県立保健大 ○ ○ ○ ○

青森公立大 ○ ○ ○ ○

岩手県立大 ○ ○ ○ ○

宮城大 ○ ○ ○ ○

秋田県立大 ○ ○ ○ ○

秋田公立美術大 ○ ○ ○ ○

国際教養大 ○ ○ ○ ○

山形県立保健医療大 ○ ○ ○ ○

山形県立米沢栄養大 ○ ○ ○ ○

会津大 ○ ○ ○ ○

福島県立医科大 ○ ○ ○ ○

茨城県立医療大 ○ ○ ○ ○

群馬県立県民健康科学大 ○ ○ ○ ○

群馬県立女子大 ○ ○ ○ ○

高崎経済大 ○ ○ ○ ○

前橋工科大 ○ ○ ○ ○

埼玉県立大 ○ ○ ○ ○

千葉県立保健医療大 ○ ○ ○ ○

首都大学東京 ○ ○ ○ ○

神奈川県立保健福祉大 ○ ○ ○ ○

横浜市立大 ○ ○ ○ ○

長岡造形大 ○ ○ ○ ○

新潟県立大 ○ ○ ○ ○

新潟県立看護大 ○ ○ ○ ○

富山県立大 ○ ○ ○ ○

石川県立大 ○ ○ ○ ○

石川県立看護大 ○ ○ ○ ○

金沢美術工芸大 ○ ○ ○ ○

公立小松大 ○ ○ ○ ○

敦賀市立看護大 ○ ○ ○ ○

福井県立大 ○ ○ ○ ○

都留文科大 ○ ○ ○ ○

山梨県立大 ○ ○ ○ ○

長野大 ○ ○ ○ ○

大学名

2018年度入試 2019年度入試

試験問題 解答 試験問題 解答

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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全て
公表

一部
公表

全て
非公
表

その
他

実施
無し

全て
公表

一部
公表

全て
非公
表

その
他

実施
無し

全て
公表

一部
公表

全て
非公
表

検討
中

その
他

実施
無し

全て
公表

一部
公表

全て
非公
表

検討
中

その
他

実施
無し

長野県看護大 ○ ○ ○ ○

長野県立大 ○ ○ ○ ○

岐阜県立看護大 ○ ○ ○ ○

岐阜薬科大 ○ ○ ○ ○

静岡県立大 ○ ○ ○ ○

静岡文化芸術大 ○ ○ ○ ○

愛知県立大 ○ ○ ○ ○

愛知県立芸術大 ○ ○ ○ ○

名古屋市立大 ○ ○ ○ ○

三重県立看護大 ○ ○ ○ ○

滋賀県立大 ○ ○ ○ ○

京都市立芸術大 ○ ○ ○ ○

京都府立大 ○ ○ ○ ○

京都府立医科大 ○ ○ ○ ○

福知山公立大 ○ ○ ○ ○

大阪市立大 ○ ○ ○ ○

大阪府立大 ○ ○ ○ ○

神戸市外国語大 ○ ○ ○ ○

神戸市看護大 ○ ○ ○ ○

兵庫県立大 ○ ○ ○ ○

奈良県立大 ○ ○ ○ ○

奈良県立医科大 ○ ○ ○ ○

和歌山県立医科大 ○ ○ ○ ○

公立鳥取環境大 ○ ○ ○ ○

島根県立大 ○ ○ ○ ○

岡山県立大 ○ ○ ○ ○

新見公立大 ○ ○ ○ ○

尾道市立大 ○ ○ ○ ○

県立広島大 ○ ○ ○ ○

広島市立大 ○ ○ ○ ○

福山市立大 ○ ○ ○ ○

山陽小野田市立山口東京理科大 ○ ○ ○ ○

下関市立大 ○ ○ ○ ○

山口県立大 ○ ○ ○ ○

香川県立保健医療大 ○ ○ ○ ○

愛媛県立医療技術大 ○ ○ ○ ○

高知県立大 ○ ○ ○ ○

高知工科大 ○ ○ ○ ○

北九州市立大 ○ ○ ○ ○

九州歯科大 ○ ○ ○ ○

福岡県立大 ○ ○ ○ ○

大学名

2018年度入試 2019年度入試

試験問題 解答 試験問題 解答

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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＊          ＊         ＊

以上のように、2019年入試における問題・解答の公表（予定）大学は、2018 年入試に

比べ大幅に増加した。しかし、調査時期が 2018 年 8 月のため、2019 年入試については

「検討中」の大学も多く、また「全て公表」となっていても各大学で公表状況（公表内

容・方法・時期等）がかなり異なるので、注意が必要となる。参考までに、東京大と静岡

文化芸術大の個別試験の公表の告知（4 月下旬時点）を以下に示す。 （2019.05 常盤）               

（注）東京大＝「問題」は 2018 年・2019 年とも「全て公表」、「解答」は 2018 年「全て非公表」→2019 年「全て公表」。

静岡文化芸術大＝「問題」「解答」とも、2018 年「全て非公表」→2019 年「全て公表」。

全て
公表

一部
公表

全て
非公
表

その
他

実施
無し

全て
公表

一部
公表

全て
非公
表

その
他

実施
無し

全て
公表

一部
公表

全て
非公
表

検討
中

その
他

実施
無し

全て
公表

一部
公表

全て
非公
表

検討
中

その
他

実施
無し

福岡女子大 ○ ○ ○ ○

長崎県立大 ○ ○ ○ ○

熊本県立大 ○ ○ ○ ○

大分県立看護科学大 ○ ○ ○ ○

宮崎県立看護大 ○ ○ ○ ○

宮崎公立大 ○ ○ ○ ○

沖縄県立看護大 ○ ○ ○ ○

沖縄県立芸術大 ○ ○ ○ ○

名桜大 ○ ○ ○ ○

計 71 7 2 0 9 22 7 49 2 9 75 2 0 3 0 9 56 4 0 19 1 9

(備考）①「実施なし」には、個別試験を実施しない大学を含む。

　　　　②解答の公表には、一義的な解答が示せない記述式の問題等について、出題の意図又は複数の若しくは標準的な解答例を公表している場合を含む。

大学名

2018年度入試 2019年度入試

試験問題 解答 試験問題 解答

●東京大（平成 31 年 3月 8日）

平成 31 年度前期日程試験における試験問題及び解答等の公表については、以下のとおり行う予

定としています。

1．公表時期： ①3月下旬頃（著作権処理が不要な科目）

②4月下旬頃（著作権処理が必要な科目）

2．公表内容： ①試験問題については、著作権処理が困難な科目・設問を除いて、すべて公表し

ます。

②解答等については、科目または設問を単位として出題の意図を公表することと

し、一義的に解答を示すことができる設問がある場合には、原則として解答を公

表します。

3．公表方法： 本学ホームページに掲載（広報センターの窓口での閲覧も可）

●静岡文化芸術大

2019 年度 学部入学試験につきまして、問題及び解答等を次のとおり公表します。

1. 公表する試験区分及び試験科目 ： 一般選抜（前期日程、後期日程）

2. 公表する内容：

・各試験科目の問題及び解答・解答例又は出題の意図

3. 公表方法：

・「2.公表する内容」の閲覧／・閲覧には職員が立会い、撮影およびコピーを禁止します。

／・「5.事前予約について」に従ってご予約ください。

4. 公表期間：

・2019 年 6月 3日（月曜日）から 2020 年 3月 31 日（火曜日）／・大学休業日、入学試験に

よる入構禁止日を除きます。／・閲覧可能時間は午前 9時から午後 6時までです。

5. 事前予約について：

・E メールにて受け付けます。

＊（編集注）試験科目及び特別選抜は省略、「事前予約」の送信内容も省略。

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/

